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14  平成24 ～ 26年度の体制においても、柏崎市の担当部局（企
画政策課）との連絡調整、事業報告書等の書類作成等は担当
教職員が行っていた。
15  「風輪通貨」（まち研Ver.）は、産大のマスコット、サンチ
ャッカルのマークが印刷された通常の「風輪通貨」（学生の
育てた「風輪米」の収益を主な原資とする）と異なり、まち
研の予算を活用して発行しており、また、商店街の活性化を
促すため、産大の学食及び売店で使用ができないという違い
がある。
16  平成28年12月にオープンした市内にＵ・Ｉターンを希望
する方への情報提供と相談業務を主とする施設であると同時
に、まち研のサテライト施設としての活用を期待されている。
17  河合塾編著(2014)　pp.33-34
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